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運搬，移動する場合は，フィルタの脱落や，タンクの跳び出しにより，けがや事故が発生するおそれがあります。しっかりと浮
き上りをなくしてから運搬，移動させてください。

電源コード・電源プラグ破損注意
電源コード・電源プラグは,無理に曲げたり,引っ張ったり,ねじったり,挟み込んだり,加工しないでください。また,電源コード・
電源プラグの上に重いものを載せないでください。電源プラグのほこりは取り除いてください。火災や感電の原因になります。

切削油・潤滑油等のオイルミスト・油煙などが発生する環境でお使いになると、機械が損傷する原因となります。
この様な環境でお使いになる場合は、ミストコレクター等を使用するなど環境改善を行ってください。

使用温度は5～45℃です。使用温度以上で使用されますとファンの停止や機械の故障につながるおそれがあります。
15 使用温度範囲外での使用注意
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※⑫と⑬は同じ部品です。

給水栓

タンクフタ

RKF506・506α付属

水位ホース

タンクの上面にある固定用ダンボールを取り外し
てください。

梱包を開け、フィルタの固定用テープと水受け皿をはがしてください。
※RKF506αの水受け皿は左側板に貼り付けてあります。

コック付き中間継手が “ＯＮ” になっていることを
確認してください。

3

エレメント押え

取り外す

水受け皿は使用時以外は下図のように右側板
後方の隙間に差し込んで収納しておいてください。

水受け皿
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設置後，本体が容易に動かないように固定してください。
本体には移動用のキャスタがついていますが，運転中は
キャスタのストッパをかけてください。
（キャスタのストッパ『ON』を下げてロックをかけてください。）

アルミ袋から，消臭パックを取り出します。
※不織布の袋は，破らないでください。消臭効果が
 長続きしなくなります。

本体背面のタンクの上の隙間から水フィルタの中に，
消臭パックを入れます。
※消臭パックは１ケ同封されています。

消臭剤の使用方法

● 絶対に口や目に入れないでください。
● 子供の手が届く場所に置かないでください。
● 本品は消臭専用の薬剤です。それ以外の用途に使用しないでください。
 また，本品以外の薬剤を本製品の消臭に使用しないでください。
● 消臭パックは１ヶ月程度で無くなります。（別売部品でお求めになることができます。）

アルミ袋の中

薬剤
ここに入れる

水フィルタ

一回ずつタンクへ する３－４

給水栓を外して

給水後は，必ず給水栓をもとのようにはめてください。

給水栓を外して

タンクに充分な水位がないままで始動するとポンプに水が供給されないため，冷風ランプが点滅しポンプ
が停止します。

コック付き
コック付き

上限

給水上限線

給水栓
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● キャスタをロックしてください。給水時に本体が動くおそれがあります。
● 給水以外はタンクフタを収納してツメをロックするようにしてください。
 収納しない場合，タンクにゴミが入り，故障するおそれがあります。

タンクフタ

タンクフタ
タンクフタ
タンクフタ

タンクフタ

ツメが破損し，転倒

給水後は，タンクフタを押し込み，必ず2ヶ所のツメを押し，ロックしてください

タンクフタのツメ，2ヶ所を外して，タンクフタのみを
およそ17cmくらい手前に引き出します。

ポリタンクなどの口をタンクフタに近づけ，少し
ずつ給水します。

３－５ 自動給水による方法 RKF506αは付属，RKF406α(W)は別売）します。
※　　　　　　　　　　　　　

（予期せぬ水圧や，異物の混入による，弁の誤作動を防止することができます。）

※RKF406α（W）は，タンクにΦ22mmの穴（矢印の左20mm）をあける必要があります。

ボールタップ

おそれがあります。

，
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３－６

1

空ポンプの

初めてタンクに給水する時に，運転スイッチを押しても冷風ランプが点滅することがありま
す。この場合は，水位を充分に上げて，再運転してください。

運転ランプ3つもしくは風量ランプ3つが点滅してる場合は4-6.お知らせ機能をご参照ください。
コック付き

（雨の日に洗濯物がなかなか乾かない＝気化しないのと同じです。）

・ 外した継手を地面や本体に擦らないでください。接合部にキズがついて水漏れのおそれがあります。
・ 水受け皿を取り付けた状態で本体を移動させないでください。接触により破損のおそれがあります。

コック付き中間継手を持ち上げます。水受け皿のツメ2ヶ所をベースの
切り欠き部に差し込み，水受け皿を右端までスライドさせてください。

3 水受け皿にたまった残水を捨ててください。水受け皿は水がこぼれない
ようにスライドさせてから真上に持ち上げてください。

4 排水後の接続は，「カチッ」と音がする
まで確実に挿入し，中間継手のコック
を"ＯＮ"にしてください。

※コックを"ＯＮ"にすると水が出ます。
水受け皿はホース内の残水用です。
タンク内の残水に対しては容量が足り
ていません。タンクの排水は別途行っ
てください。

2 コック付き中間継手のコックを
"ＯＦＦ"にします。ツマミを引きな
がら，操作部を引いて外します。
ホース内の残水が出てくるので水
受け皿で受けてください。

差し込み スライド

スライド 引っ張る

ツマミ

操作部

初めてお使いになる場合は,  冷却エレメントの臭いがすることがありますが,  有害なものではなく,  4～5日で気にならなくなります。
気持ちのよい,  清潔な冷風を実現するため,  タンクの水は,  必ず毎日排水をし,  週に一度はタンク内の清掃をお願いします。  
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３ 風向の”上下”も”上下”スイッチの操作で同じようにして変更できます。

1

3

板

す。

4－4. タイマー運転の手順（この操作は、切タイマーとして動作します）

●設定時間により，冷風運転または送風運転を停止します。
タイマースイッチタイマースイッチを押すごとに【1時間】→【4時間】→【8時間】のラ

ンプが点灯します。

タイマー運転中は，設定したタイマーランプが点灯し，保持します。
タイマー運転中にタイマー運転を解除するときはタイマースイッチ
を1～3回押してください。タイマーランプが消灯し，解除します。

2 冷風運転でタイマー運転が終了したとき，設定したタイマー時間の
ランプが点灯から点滅に変わり，ポンプが停止します。
その後20~40分（風量設定による）でファンが停止します。

1
4－5. キーロック機能

“タイマー”スイッチを5秒間長押しすることでキーロックされます。（キーロック中はタイマーランプが全て点灯します。
※タイマー運転中の場合は設定しているタイマー時間のランプが点滅し，その他の“タイマー”ランプが点灯します）
キーロック中は全てのスイッチ操作ができなくなり，直前の動作を継続します。

2 キーロックは“タイマー”スイッチを5秒間長押しすることで解除されます。（キーロック中に運転が停止した場合もキー
ロックは継続されますので，再運転時にはキーロックを解除してください）
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部

散水板と散水蓋
ホースクリップをホース側にずらし，
ホースを外します。散水蓋の取付ネ
ジ2ヶを外し，散水板単体とします。

エレメント押え
2本の樹脂ねじを外してエレメント
押えを取り外します。

冷却エレメントの上部を手前に倒し
て，斜めに上に取り外します。

蝶ナットをゆるめ，散水部を上部左右
2ヶ所の引掛けから引き出します。

吹出し側フィルタの取っ手を持ち，
左右にずらし，引き抜きます。
（両側の板に抑えられています。板を
外に押しながら引き出してください。）

2

5 6

3

4

ずらす

1
4－6. お知らせ機能

●消臭パックの交換お知らせ
ポンプの運転時間が指定の時間に達した場合、「冷風」「自動停止」「送風」の3つ
のランプが点滅します。※点滅中に【運転ボタン】を3秒長押しでリセットされます。

2 ●冷却エレメントの交換お知らせ
送風ファンの運転時間が指定の時間に達した場合、「強」「中」「弱」の3つのラン
プが点滅します。※点滅中に【風量ボタン】を3秒長押しでリセットされます。

3 リセット後、消臭パックの交換時期は約1ケ月後（1日10hで20日間を想定）にお
知らせします。また、エレメントの交換時期は約2年後（1日10hで20日間×5ケ月
×2年を想定）にお知らせします。販売店よりご購入ください。

4 ●お知らせ機能の設定、解除方法
運転スイッチと風量スイッチを押し続けながら電源プラグをコンセントに接続しますと，お知らせ機能のONまたはOFF
の状態が表示されます。
運転ランプ3つが点灯しているとON，風量ランプ3つが点灯しているとOFF状態です。変更したい場合，運転スイッチ
または風量スイッチを押すと選択できます。任意の状態で電源プラグをコンセントから抜くと決定されます。

運転ランプ3つ

風量ランプ3つ

RKF406α_506α_JOM.indd   8 2025/03/17   8:33
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板

板

タンク内の残水を排水します。（3-6参照）
タンクの後方を少し上方に浮かせて後ろに引
き出します。
※水受け皿を使用している場合は先に外して
から行ってください。

タンクフタの2ヶ所のツメを外してタンク部から，タンクフタを
取り外します。

使用済みのフィルターは，不燃ゴミとして処
分してください。 使用済みの冷却エレメントは，燃えるゴミとして処分してください。

タンクやタンクフタ，水フィルタ，の汚れがひどい
場合は，中性洗剤などで洗浄します。

タンクフタ，水フィルタを組み付けてタンクを元の位置に確実に取り付けて
ください。この時，タンク下部のホースが折れないよう注意してください。
ホースが折れると，循環水量が減り，水切れ検知が作動したり，冷却性能が
低下するおそれがあります。水位ホースが確実に受けに固定されている
ことを確認してください。水位ホースが外れて奥に入り込み，気がつかず
に給水すると，大量の漏水事故に繋がるおそれがあります。
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RKF406α（W） RKF506α

交換目安

1～2年に1回

1ヶ月に1回消臭パック

1週間に1回

● 環境や水質によって臭いが発生しているとき

● 運転ランプ3つが点滅する
● 風量ランプ3つが点滅する

● 消臭パックの交換時期
● P8「4-6お知らせ機能」参照

● エレメントの交換時期

（10 アフターサービス参照）

（数値は変更になる場合があります）

● 消臭パック（別売部品）を補充する

1,565×673×658

板

RKF406α（W） RKF506α

8

7 550
51 74

部

板

RKF406α（W） 10A
RKF506α 15A

強： 59／63
中： 57／53
弱： 53／47

強： 62／66
中： 60／60
弱： 57／52
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（長期間使用しない場合）

a b

c d

い。

コック付き中間継手を外してタンクを取り出し，タンク
内の残水を完全に排水します。（コック付き中間継
手の外し方 ： 右bc，6ページ参照）

（右d参照）

（収納カバーを別売部品にてお求めになることができます。）

（8,9ページ参照）

（右a,7ページ参照）

排水

Ｅ

５０／６０Ｈｚ
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50824-201049 M
C Shizuoka Seiki Co.,Ltd.

25040092 C

（1） 保証期間中に、正常な使用状態において生じた、製造上の責任による故障又
は損傷につきましては、無償修理をいたします。
尚、無償修理において交換された旧部品は弊社の所有物となり、弊社が任意
に処分できるものとしますのでご了承ください。

（2） 次の場合は、保証期間中でも「有償修理」といたします。
（イ） 取扱説明書に記載してある以外の使い方、誤った使用、過失及び整備、

保管の不備により生じたと認められる故障等
（ロ） 納入後の転倒、衝撃、及び改造や純正以外のオプション、部品の使用が

原因で生じたと認められる故障等
（ハ） 火災、地震、台風、落雷等の災害により生じたと認められる故障等
（ニ） 使用損耗や経年変化により発生する現象
（ホ） ご購入の販売店や弊社指定のサービス店以外で修理されて故障した場合
（ヘ） その他上記に準ずるもの

（3） 下記の場合は保証の対象となりませんのでご注意ください。
（イ） 保証書の提示がない場合
（ロ） 製品の性能等が、弊社規格内である場合
（ハ） 弊社製品の使用又は使用できなかったことによる二次的損害（逸失

利益の損害、事業の機会の損失、その他金銭的損害等）
（4） この保証書は、お買上げ時の領収書などの購入履歴のわかるものと併せ

て保管してください。
（5） お客様がご記入されました個人情報は、保証期間内のサービス活動及び

その後の安全点検活動のために利用させていただく場合がありますので
ご了承ください。

（6） 保証書を紛失された場合の再発行はいたしかねますのでご注意ください。
（7） 本 機 の 保 証 は日 本 国 内 で 使 用 される場 合に限ります 。　

【　This warranty is valid only in Japan.　】

型式 ：

製 品 保 証 書　[保証期間　１年]

お客様記入欄 販売店様記入欄

お名前

ご連絡先
販売店様名称 印

販売店様連絡先ご購入日

弊社は、上記の製品単体について、下記の通り保証いたします。

製造番号 ：RKF

■ 自動給水ボールタップ (型式：50812-150601)
  （タンクにφ22の穴をあける必要があります。但しRKF406α（W）に使用する時）

 消臭パック： 2ケ入（型式：50816-050901）
  4ケ入（型式：50824-114001）
　　（消臭パックは弊社の製品をご使用ください。）

RKF406α（W）
RKF506α

RKF406α（W）
RKF506α

散水部組立
2 4 0 9

0 82 6

RKF406α（W）
RKF506α

収納カバー
５０８１６ １１０００１

１１０００１５０８１７

北海道営業所 〒007-0804 札幌市東区東苗穂4条3丁目4番12号
  TEL（011）782－5294（代） 
  FAX（011）782－8258

東北営業所 〒989-6136 宮城県大崎市古川穂波3丁目1番14号
  TEL（0229）23－7219（代） 
  FAX（0229）21－1464

関東営業所 〒175-0094 東京都板橋区成増1丁目17番2号
  TEL（03) 6904－3786（代） 
  FAX（03）6904－0302

中部営業所 〒437-1121 静岡県袋井市諸井1300
  TEL（0538）23－1605（代）
  FAX（0538）23－1608

関西営業所 〒661-0032 兵庫県尼崎市武庫之荘東2丁目10番8号
  TEL（06）6432－7880（代） 
  FAX（06）6432－7487

九州営業所 〒835-0004 福岡県みやま市瀬高町山門1841－1
 駐在  TEL（0944) 88－9136 
  FAX（06）6432－7487

産機営業部 〒437-1121 静岡県袋井市諸井1300
産機営業企画課  TEL（0538) 23－2825 
  FAX（0538) 23－2890

● 製品の修理・お取扱い・お手入れについてのご相談ならびにご依頼は，お買い上げの販売店もしくは最寄りの弊社営業
所にお申し付けください。

インキはベジタブルインキを使用しています。弊社では，地球にやさしい印刷物を常に考えています。

URL : https://www.shizuoka-seiki.co.jp/
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